
曝
墾
等
撃
査
達
瀧
黛
鯖
扱
轟
盤
覆
五
三
鯉

昭
瓢
一
一
十
六
年
八
月
廿
瓢
ひ
脚
臥
紛
　
（
鶴
逼
叫
簡
榊
蟹
行
）

珊第三十五巻　　第五
　　　　　第四百三號

　　　昭和二十六年九月一日螢行

自
立
心
交
の
…
敏
育
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：
：
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・
：
：
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：
：
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一
士
口
田
松
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［
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敷
育
ー

ナ
｝

ト

ノ
と
フ

研
究
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膿

性

の
問

題

危
機
聯
學
の
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成
と
そ
の
展
開
（
未
完
）
・
：
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1
近
世
前
期
フ
ラ
ン
ス
糖
紳
鎚
諭
一

下
程
勇
吉
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子
榮
一

樋
元
和
一
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部
禽

大墨文學

都哲學

都
、
京

京

k
、
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京
都
哲
學
會
規
約

　
一
、
本
草
は
慶
義
に
お
け
る
暫
學
の
研
究
と
そ
の
魯
及
を
間
る

　
　
こ
と
を
猿
的
と
す
る

　
一
、
右
の
臼
的
の
た
め
に
次
の
蹴
業
を
行
ふ

　
、
8
　
鯨
月
一
隅
研
究
會
を
開
く

　
　
口
　
毎
年
公
開
静
演
曾
を
開
く

　
　
一
団
　
毎
月
　
同
「
哲
學
研
究
し
を
発
行
す
る

　
一
、
本
愈
の
惣
業
を
途
行
ず
る
た
め
に
委
員
砦
干
名
を
お
く
、

　
　
零
｛
員
は
京
都
大
離
・
哲
學
斜
彰
歌
賞
桝
及
び
轟
公
昌
ハ
冷
日
に
お
い
て
推
薦

　
　
し
た
看
に
委
囑
す
る

　
網
、
本
工
は
會
員
組
織
と
し
、
禽
目
員
に
は
費
楕
の
制
限
を
設
け

　
　
な
い
、
慰
Ψ
校
撫
嗣
書
鋤
・
北
ハ
仙
陶
の
…
隔
髄
け
…
繊
捌
髄
の
名
を
以
て
入
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愈
す
る
こ
と
も
で
き
る

　
一
、
曾
員
は
暫
嚢
と
し
て
年
八
0
0
簸
、
叉
は
牛
年
四
〇
〇
鐡

．
、
、
　
を
酌
隅
納
す
る

　
．
一
、
會
員
は
會
勲
鱒
の
漁
鷹
窟
を
受
げ
、
會
知
曲
に
顕
告
す
る
諸
押
印
の

　
　
行
膿
に
幽
席
す
る
こ
と
が
で
壼
る

　
一
、
本
月
は
蹴
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
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一
、
本
禽
晶
規
約
の
敢
｝
止
墾
更
は
一
姿
員
・
曾
の
決
議
に
よ
る

京
都
叢
誌
會
役
員

委
　
員

井山矢三松野長田武高調島下重上臼有
　内田　尾田尾中内田原　程澤野斜影

勉立郎勉海夫人郎範郎郎夫吉郎夫街郎
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金
切
れ
の
揚
合
は
幣
封
に
「
繭
金
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獅
携
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ﾗ
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．
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収
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